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学位論文審査結果報告書 
 

平成 30 年 1 月 23 日 
大学院医学研究科長 様 

 
  下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 
     やまうら たくみ 
氏  名 山浦  匠 
所  属 医学部 呼吸器外科学講座 

 
 学位論文題名 
 Family with sequence similarity 83, member B is a predictor of poor prognosis and a 
potential therapeutic target for lung adenocarcinoma expressing wild‐type epidermal 
growth factor receptor 
 

Family of sequence similarity 83, member B (FAM83B)はEGFR 増殖シグナル経路に関連

する因子である。本研究では原発性肺腺癌における、FAM83B の重要性について検討した。 
 FAM83B は EGFR 遺伝子野生型 (WT) 肺腺癌において、EGFR 遺伝子変異肺腺癌や隣接

正常肺組織と比較して、有意に高発現であることが確認された。予後との比較では FAM83B
高発現群で無再発生存期間(DFS)、全生存期間(OS)とも有意に予後不良であり、特にEGFR-WT
肺腺癌で顕著あった。次に肺腺癌由来細胞株における FAM83B ノックダウンの実験を行い

HLC-1(FAM83B 高発現)、H1975(FAM83B 低発現)ともノックダウンにより増殖抑制が確認さ

れた。FAM83B は EGFR-WT 肺腺癌における新たな治療標的である可能性が見出されたが、

FAM83B 低発現細胞株の増殖にも関与しており、また正常細胞でも発現が報告されているため

低レベルの発現がどのように細胞機能に影響しているかについては、さらなる検討を要する。 
平成 30 年 1 月 17 日に開催された学位論文審査会で、このような研究成果が報告された。

審査会では、FAM83B が予後因子であるか治療予測因子であるか、内因性発現の低い H1975
細胞でも siRNA による抑制効果が顕著にでている点はなぜか、リン酸化シグナルへの影響の

有無は、細胞増殖亢進なのか細胞死抑制なのか、実験として不足しているものはないかなどの

検討課題が挙げられたが、こうした議論点を考慮しても本研究の新規性、重要性は十分にある

ことから、本論文は本学医学博士授与に値するものと判断した。 
 

論文審査委員  主査 佐治 重衡          
                  副査 千葉 英樹           
                  副査 斎藤 純平 
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